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令和８年度災害廃棄物処理対策に係る研修・訓練等の実施について 

 

１　要旨・目的 

近年多発する気象災害（台風、大雨等）や、地震等の大規模災害において発生する災害廃棄物

の処理について、処理の主体となる市町の対応力向上及び関係機関との連携強化を目的とし、研

修・訓練等の事業を実施する。 

 

２　現状・背景 

○　県及び市町は、災害廃棄物処理計画及び初動マニュアルを策定し、それに基づき災害廃棄物

対策を行うこととしている。 

○  例年、各市町の対応能力の維持強化を図るため、災害廃棄物処理において重要な初動対応に 

係る訓練や、平時の備えの支援等に係る研修を実施しており、今年度からは「県・市町防災人 

材育成研修（県危機管理課主催）」に位置づけ、更なる充実を図っている。 

○　県では昨年度、危機管理課において広島県地震被害想定の見直し及び令和６年能登半島地震

を踏まえた検証を行っており、これらの内容を反映した災害廃棄物処理計画の見直しが必要で

ある。 

 

３　概要 

(1)　災害廃棄物処理に係る研修の実施 

　ア　対象者 

　　　県、市町職員 

　イ　実施内容（オンライン開催） 

　　　○　災害廃棄物処理初任者向け説明・ワーク等（４月実施済） 

○　災害廃棄物処理に係る平時の備え推進に係るワークショップ等（８、11 月実施予定） 

(2)　災害廃棄物処理に係る訓練の実施 

災害廃棄物処理において重要な初動対応について、県が、地元市町（廿日市市、世羅町）及

び廃棄物業界団体の協力を得て訓練を実施。 

ア　対象者 

　　　県、市町、廃棄物業界団体（広島県資源循環協会、広島県清掃事業連合会）及び社会福祉

協議会職員等　　　 

イ　実施時期 

(ｱ)　令和８年５月 20日（水）10 時～15 時 30 分 

(ｲ)　令和８年５月 28日（木）10 時～15 時 30 分 

　　ウ　場所 

(ｱ)　はつかいちエネルギークリーンセンター（廿日市市木材港南 12-8）※午前：ﾚｲｱｳﾄ検討 

昭北グラウンド（廿日市市木材港北 1063 番地１）※午後：仮置場設置・運営模擬訓練 

(ｲ)　せら文化センター（世羅郡世羅町大字寺町 1158-3） 

エ　実施内容 

　　○　仮置場レイアウトの検討（廃棄物の配置、車両動線の検討等） 

　　○　仮置場の設置・運営に係るロールプレイング　等 

(3)　広島県災害廃棄物処理計画の改定 

　広島県地域防災計画及び広島県廃棄物処理計画の枠組みのもと、災害時に発生する廃棄物の

対策における基本的な考え方及び手順を、国の災害廃棄物対策指針を踏まえてとりまとめた

「広島県災害廃棄物処理計画(平成 30 年 3 月策定)」の改定※を実施(令和９年３月改定予定） 

※改定予定事項 

○　広島県地震被害想定調査報告書（令和 7年 10 月）の内容の反映 

○　令和６年能登半島地震の検証結果等を踏まえた改善事項　等 
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【参考：初動マニュアルに定めたタイムライン】 

 

【参考：仮置場の設置・運営に係る模擬訓練の様子（令和 7年度）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考：広島県災害廃棄物処理計画の位置付け】 

　 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　　※県ホームページ「広島県災害廃棄物処理計画」 

　　  https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/eco/saigai-haikibutsu.html

https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/eco/saigai-haikibutsu.html

